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本日のプログラム	

１．聴導犬を巡る背景	  
２．JAPAN聴導犬育成事業の目標、仕組み	  
３．JAPAN聴導犬育成事業の成果	  
　　　~特別上映~	  
４．聴導犬訓練の紹介	  
　　　~特別デモンストレーション~	  
５．JAPAN聴導犬育成事業のこれから	  
６．意見交換	  
７．最後に　これだけは	  

1	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	



はじめに	

  社会福祉法人　滋賀県聴覚障害者福祉協会（以下、本協会）は、滋賀県で聴
覚障害者の自立や地域生活の支援に取り組んでいる。	  

  滋賀県内の総合的な聴覚障害者福祉の拠点である「滋賀県立聴覚障害者セ
ンター」（草津市）、「びわこみみの里（聴覚障害者中心の障害福祉サービス事
業所）」（守山市）を運営している。	

  平成１９年に開設した「びわこみみの里」では、全国の同類の施設としては特
徴的であるドッグカフェの運営や、トリマー（犬の美容師）技術訓練事業を行っ
ている。	  

  厚生労働省平成２１年度社会福祉推進事業（５３国庫補助事業）の中で、聴覚
障害に関する唯一の事業として採択され「地域や社会に働きかけ地域社会に
支えられながら聴導犬訓練事業をモデル化、標準化するための調査研究事
業」（略称：聴導犬普及モデル化標準化調査研究事業）を実施した。	  

  調査研究事業の報告後も、「JAPAN聴導犬育成事業」として引き続き取り組ん
でいる。	
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背　景~なぜ聴導犬育成事業に取り組んでいるのか~	

3	

潜在的ニーズ数※１ 実働頭数 育成・訓練団体数 

聴導犬 約２０万人 ３１頭 事業者　２３事業者、指定法人　５法人 

参考）盲導犬 約２７万人 １０６７頭 訓練所　１０団体（１７訓練施設）  

参考）介助犬 ー ５７頭 事業者　２８事業者、指定法人　７法人 

  平成１４年「身体障害者補助犬法」施行	  

  補助犬＝「盲導犬」「介助犬」「聴導犬」	  
  聴導犬の実働頭数は未だ３１頭。	  
  同じ頃に育成を始めた介助犬の約１／２。	  

※１　障害の程度３級以上	  
（出典：厚生労働省　ほじょ犬HP平成２３年１１月１日現在)	

盲導犬の　	  
１／４０！	

（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

　　聴導犬が一番出遅れている。	



背　景~なぜ聴導犬育成事業に取り組んでいるのか~	

4	

潜在的ニーズ数 実働頭数 育成・訓練団体数 

聴導犬 約２０万人 ３１頭 事業者　２３事業者、指定法人　５法人 

もし、各育成事業者が毎年１頭　聴導犬を育成してくれたら。。。。。。	  

  法律ができて８年なので。。。。。	  

　２３育成事業者　×　１年間に１頭　×　８年間　＝　１８４頭	  

  実は。。。。	  
　　　聴導犬を輩出しているのは、わずか8事業者。	  
　　　（平成21年度時点では、6団体）	  

　　　残りの15事業者は1頭も聴導犬を輩出していない。	

おかしいと
思いませ
んか？	
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背　景~なぜ聴導犬育成事業に取り組んでいるのか~	
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聴導犬認定頭数(累積）	
（頭）	

※平成２２年度末の実働頭数は３０頭のため、上記のうち３頭は認定後実働していない。	

  平成２２年度は過去最大の１２頭増加。	  
  うち、日本補助犬協会が７頭輩出。しかし、平成２３年度は１１月までに、たった１頭増えただけ。	  

（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

協会が	  
研究調査事業を実施	

聴導犬はなかな増えないのに、	  
当事者支援組織として、	  

なにもしないのはおかしい！！	  
ということに気づいた。	



背　景　~なぜ聴導犬が増えないのか~	

 ユーザーニーズと聴導犬とのマッチングの難しさ	  
 聴導犬の候補犬は一定の訓練を経た後で、ユーザーとマッチ
ングし、更に訓練を重ねる。	  

 しかし、ユーザーの障害やニーズは個々に異なるため、マッチ
ングが難しい。	  

 候補犬の訓練当初からユーザーの個別のニーズに対応できる
ことが望ましい。しかし、現状の仕組みでは解決できない。	  

6	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

 ユーザーと聴導犬訓練・育成事業者とのズレ	  
 今の聴導犬訓練・育成事業者は「犬」の専門組織であって、　　　　
聴覚障害者福祉に関する専門組織でない。	  



JAPAN聴導犬育成事業の目標	

  聴覚障害者の日常の暮らしぶりを十分に把握・理解する組織が、	
  ⇒障害者福祉に関する豊富な経験を有する組織、「指符」の開発	

  利用希望者の個別のニーズを的確に把握しながら、	
  ⇒聴覚障害者やその家族等との密接なコミュニケーション、盲ろうの方にも挑戦	

  聴導犬育成・訓練機能を持つことで、聴導犬の実働頭数を増やす。	
  ⇒「犬」を活かしたネットワークのフル活用	

7	

事業ミッション：利用希望者にふさわしい聴導犬の完成を目指す	

~日本初ニーズオリエンテッド型聴導犬の育成~	

既存の協会組織と「びわこ　みみの里」の資源を活用し、	

聴導犬育成事業を展開することが、	

総合的観点（人的・物理的・心理的）から最適	

（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	



JAPAN聴導犬育成事業の仕組み	

8	

ブリーダー	

／保護施設等	

社会福祉法人　滋賀県聴覚障害者福祉協会	

ソーシャライザー	
個人／矯正教育施設等	

事業推進委員会	

びわこ　みみの里	

訓練犬	

個別PJコーディネーター	 聴導犬利用希望者	

トレーナー	 聴導犬	

聴導犬ユーザー	

アフターケア	訓練士（栗東ドッグスクール）	

候補犬提供	

候補犬の基本しつけ	

聴導犬以外の生き方を選
んだ犬の飼育	里親	

個人／法人／団体等	

【国・自治体／企業／団体／個人】　	

事務局	

資金／寄付	 人的支援	制度支援	 広告費	広
報	

聴導犬	
完成	

人的ネットワーク	

サポーター	

手話通訳者	
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事業の成果~自己啓発力の向上~	

 最初の基礎訓練から「人と犬の共同作業」として取り組む。従来
の方法よりも、マッチングを早くに実施。	  

 聴覚障害者自身の成長とやる気の格段の向上。犬を介して、聴
覚障害者自身のコミニュケーション能力の向上。	  

 早期のマッチングで、訓練に取り組む聴覚障害者のそれぞれの
個性や特性、生活環境に応じた具体的な目標設定による目的意
識の向上。	
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犬をコントロールするためには、	  
使い手自身が「自分をコントロールする」ことが必要	  

自分をコントロールできるということは、	  
暮らしを振り返り、	  

自身の考えでしっかりと人生を歩むことのきっかけになる 	



JAPAN聴導犬育成事業のこれから	

 聴覚障害者支援組織として日本で初めて聴導犬育成事業に関
わった責任として、訓練方法、訓練プロセス、成果の積極的な情
報公開（ホームページ、ツイッター等への発信）	  

 地域への普及活動の継続(地域の小・中・高校への出張デモンス
トレーション、大学・公共施設等での写真展開催等）	  

10	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

聴覚障害者支援組織として日本で初めて、	  
かつ、全国で２４番目の聴導犬育成事業者の認定を目指し、	  

県との協議を進めているが、簡単ではない。	  

行政の理解醸成、事業資金や体制の確保など、	  
様々なハードルに直面している。	

乗り越えるためには、他力本願でなく	  
協会自体が事業主体としての強い自覚を持続させるしかない。	  



日々の情報発信~ホームページに公開~	

11	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

各種マスコミ	

（全国紙、地元紙、TV等）	

での報道多数	



12	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	

日々の情報発信~ホームページに公開~	



聴導犬候補犬の紹介	

13	（社福）滋賀県聴覚障害者福祉協会／JAPAN聴導犬育成事業	



最後に　これだけは	

 完成した聴導犬そのものだけでなく、聴導犬候補犬との訓練プロ
セスが、聴覚障害者自身の暮らしを豊かにする。	  

 しかし、１年に数頭しか聴導犬が増えていない現状では、聴覚障
害者が聴導犬候補犬と出会う機会は、宝くじに当たるようなもの。	  
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目の前の課題に対して、	  
聴覚障害者自身やその家族・関係者、	  

聴覚障害者支援組織が、	  
当事者としてもっと意識を持たなければ、	  

現状は良くならない。	  


